


 

 

 

 
 



 
 
 

 
 

 
  



 



片耳を切り落とした翌年１８８９年にフランスのサン・レミ・ド・プロヴァンス滞在中に

描かれ、ゴッホ独特の筆遣いで表現されている作品『自画像』がモチーフ。背景の

渦のような曲線や服のシワが、細かい線や凹凸によって刻まれています。下部には

この作品が展示されている「オルセー美術館」の外観をコラージュ。左部にはフラ

ンス語で「ファン・ゴッホ 自画像」の文字、ロゴの星印などが刻まれています。

江戸時代の浮世絵師・葛飾北斎が７０歳を過ぎて描いた傑作『冨嶽三十六景 神奈川

沖浪裏』がモチーフ。ダイナミックな大波の水しぶきやその中に翻弄される小舟、富士

山、作品タイトルや署名までが繊細な刻印技術によって表現されています。絵を囲

むように、パリ万国博覧会のために建てられた美術館で、２０１４年に同作品を含む

大規模な「北斎展」の会場となった「グラン・パレ」の象徴的なドームが描かれています。

上部には、ロゴの星印を囲むように、作品名などがフランス語で刻まれています。

１９３７年に起こったスペイン北部の小都市ゲルニカに対する無差別爆撃を題材とす

る、巨匠パブロ・ピカソの『ゲルニカ』がモチーフ。幅約７.７ｍ・高さ約３.５ｍの巨大な

キャンバスにモノクロームに近い色彩で描かれた大作を、 幅２.３㎝のコインに緻密な

線画で表現しています。この作品が製作されたパリのアトリエをモチーフに、壁一面に

絵を配置したデザインとなっており、上部の“梁”にピカソの名前と作品名、左上には

ロゴの星印などが刻まれています。





 


